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２０２３年度 第１回 動物実験委員会議事録 
 

日 時： ２０２３年 ４月１８日（火）１２：３０～１３：１０ 

場 所： オンライン 

構成員：  ６名 

出席数：  ０名 

欠席者：  ０名 

出席者： 大城 聰、高山成伸、蕪木智子、森 浩寿、奥平寛奈、鈴木政登 

欠席者： なし 

 

議  長： 大城 聰 動物実験委員会委員長 

幹  事： 武田 新 研究推進室事務長 

 

《議 事》 

大城聰委員長が議長となり、１２：３０開会を宣した。 

 

《報告事項》 

 １ 動物実験施設に関わる外部検証（結果通知）について 

  議長の指名により、高塚研究推進室東松山分室主査より、資料に基づき２０２３年３月１０日付に 

て外部検証実施証明書の正式な通知があったことが報告された。 

２ その他 

 特になし 

 

《報告承認事項》 

 １ その他 

  特になし 

 

《議 案》 

１ 動物実験施設長の推薦について 

 議長より、２０２３年４月よりスポーツ・健康科学研究科委員長に着任した高山教授を動物実験施 

設長に推薦したい旨提案があり、全会一致でこれを承認した。 

 ≪動物実験施設長≫ 

  高山 成伸 スポーツ・健康科学研究科委員長 

  （任期：２０２３年 ４月 １日～２０２５年 ３月３１日） 

 

２ 動物実験の新規申請（２件）について 

 以下の通り動物実験の新規申請について審議を行った。 

 ①精神ストレス及び肉体ストレスに対する唾液マーカータンパク質の抗体作製とその同定 

  （申請者：蕪木智子 スポーツ・健康科学部健康科学科教授） 
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  昨年度からの継続内容であり、特段の問題は見当たらなかったため、承認とすることとした。 

 ②ラットを使った解剖と観察についての授業実践－個体の成り立ちについて理解を深める－ 

  （申請者：玉内秀一 スポーツ・健康科学部健康科学科 特任教授） 

  昨年度からの継続内容であり、特段の問題は見当たらなかったため、承認とすることとした。 

 

３ 動物実験の変更申請（１件）について 

以下の通り動物実験の新規申請について審議を行った。 

 ①イミダゾールジペプチド摂取と運動負荷が肥満および褐色脂肪細胞に与える影響 

  （申請者：申洵 スポーツ・健康科学研究科修士課程２年） 

  申請者は教員としなければならない点やその他修正事項が散見されたため、再度提出の上、審議

することとなった。 

 

４ その他 

  特になし 

 

全ての議案の審議が終了したので、議長は１３時１０分閉会を宣した。 

以上 


